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　12月3日、小川文化センターを会場に、小美玉市誕生記念・
小美玉市子ども会育成連合会誕生記念事業として「こどもまつ
り2006」が盛大に開催されました。
　大ホールでは、「おみたまっ子ふれあいステージ」が、そのほ
か会場の内外では各種協力団体による「ちゃれんじひろば」、
「げんきっこ体験教室」、「あったかやたい村」など、イベントが
盛りだくさんで、子どもたちは様々な体験をしながら楽しい一
日を過ごしました。
　詳細は広報おみたま1月号でお知らせします。

国土交通省所管公共事業の再評価について

農業所得の申告は収支計算で！

新春歩け歩け大会

四季の歌

市民文化祭

市内探訪 ほか
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2

【
公
共
事
業
の
再
評
価
と
は
…
】

　

再
評
価
と
は
、
事
業
着
手
後
10
年

を
経
過
し
た
公
共
事
業
を
対
象
に
、

そ
の
事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
、
実

施
の
妥
当
性
を
客
観
的
に
明
確
に
す

る
た
め
、
小
美
玉
市
国
土
交
通
省
所

管
公
共
事
業
再
評
価
実
施
要
綱
に
定

め
て
あ
る
次
の
視
点
か
ら
事
業
の
内

容
を
検
証
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

①
事
業
の
進
捗
状
況

　

② 

事
業
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
情
勢

等
の
変
化

　

③  

地
区
住
民
、
受
益
対
象
者
及
び

関
係
機
関
の
意
向

　

④ 

事
業
採
択
時
の
費
用
対
効
果
分

析
等
の
要
因
の
変
化

　

⑤ 

コ
ス
ト
縮
減
又
は
代
替
立
案
等

の
可
能
性

　

市
で
は
、
委
員
会
の
検
討
結
果
に

基
づ
き
、
事
業
継
続
を
決
定
し
、
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う

ほ
か
、
事
業
の
継
続
が
適
当
と
認
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
事
業
を
中
止
す

る
な
ど
の
対
応
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

【
委
員
会
の
審
議
内
容
】

1.
委
員
会
の
構
成

　

 　

本
委
員
会
は
、
市
長
が
委
嘱

し
た
地
域
の
社
会
状
況
等
に
関

し
識
見
を
有
す
る
6
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

2.
審
議
対
象
事
業

　

小
美
玉
市
公
共
下
水
道
事
業

3.
審
議
日
程
及
び
経
過

　

第
1
回 

平
成
18
年
10
月
2
日   

　
　

 

評
価
対
象
事
業
の
概
要
説
明 

　

第
2
回 

平
成
18
年
10
月
30
日

   　

 

対
応
方
針（
案
）に
つ
い
て
の
審
議

4.
委
員
会
の
意
見
具
申
の
内
容

　

 　

委
員
会
で
は
、
慎
重
な
審
議
を

行
い
次
の
と
お
り
、
市
長
に
対
し

意
見
を
具
申
し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
で
は
、
公
共
事
業
の
効

率
性
と
そ
の
実
施
過
程
の
透
明
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
小
美
玉
市
国
土

交
通
省
所
管
公
共
事
業
再
評
価
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、

市
が
実
施
す
る
公
共
事
業
の
う
ち
国

土
交
通
省
が
所
管
す
る
補
助
事
業
等

を
対
象
と
し
て
、
社
会
情
勢
等
の
変

化
や
事
業
の
投
資
効
果
等
の
視
点
か

ら
、
そ
の
事
業
の
必
要
性
等
を
評
価

し
、
今
後
と
も
継
続
し
て
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
事
業
か
ど
う
か
を
審
議

す
る
機
関
で
す
。
今
回
の
委
員
会
で

は
、
市
か
ら
付
託
さ
れ
た
公
共
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
審

議
の
結
果
を
平
成
18
年
11
月
14
日
に

島
田
市
長
に
対
し
意
見
具
申
を
行
い

ま
し
た
。

　

美
野
里
地
区
下
水
道
事
業
は
、

J
R
常
磐
線
羽
鳥
駅
を
中
心
と
す
る

用
途
区
域
内
と
国
道
6
号
線
沿
線
の

既
存
集
落
を
計
画
区
域
と
す
る
計
画

人
口
１
９
，
０
８
０
人
、
計
画
面
積

８
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
で
あ
る
。

本
地
区
は
、
平
成
5
年
7
月
の
供
用

開
始
以
来
、
順
調
な
整
備
と
利
用
に

よ
り
、
適
正
な
生
活
排
水
対
策
の
最

重
要
事
業
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

小
川
地
区
下
水
道
事
業
は
、
中
心

市
街
地
で
あ
る
用
途
区
域
と
周
辺
の

既
存
集
落
を
計
画
区
域
と
す
る
計
画

人
口
１
４
，
３
０
０
人
、
計
画
面
積

７
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
で
あ

る
。
本
地
区
は
、
百
里
飛
行
場
の
開

港
と
空
港
周
辺
で
の
都
市
基
盤
整
備

と
い
う
大
き
な
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
下
水
道
が
重

要
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

玉
里
地
区
下
水
道
事
業
は
、
既

存
集
落
を
計
画
区
域
と
す
る
計
画

人
口
１
１
，
０
０
０
人
、
計
画
面

積
３
７
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
で
あ

る
。
本
地
区
は
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
霞
ヶ
浦
の

浄
化
に
関
心
の
高
い
地
区
で
、
平
成

15
年
7
月
の
供
用
開
始
以
来
、
水
洗

化
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
適
正

な
生
活
排
水
対
策
の
最
重
要
事
業
で

あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
を
総
括
す
る
と
、

公
共
下
水
道
事
業
は
「
事
業
継
続
」

が
妥
当
で
あ
り
、
着
実
か
つ
早
急
な

事
業
の
進
捗
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

な
お
、
事
業
の
継
続
に
あ
た
り
次

の
意
見
を
付
す
。

　

① 

事
業
計
画
区
域
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
事
業
計
画
と
す
る
こ
と
。

　

② 

事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

建
設
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
維

持
管
理
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
縮
減
の
た
め
の
創
意
と
工

夫
に
努
め
る
こ
と
。

　

③ 

事
業
効
果
の
早
期
発
現
の
観
点

か
ら
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

　

④ 

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
詳
細
な
情
報
提

供
に
努
め
る
こ
と
。

小
美
玉
市
国
土
交
通
省
所
管

小
美
玉
市
国
土
交
通
省
所
管

　

公
共
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て

　

公
共
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
か

ら
の
意
見
を
尊
重
し
、
公
共
下
水

道
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
事

に
よ
り
下
水
道
施
設
の
早
期
完
成

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
に
関
す
る 

問
い
合
わ
せ
】

下
水
道
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
４
０
１
〜
１
４
０
３

小
川
総
合
支
所 

下
水
道
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２

玉
里
総
合
支
所 

生
活
環
境
課  

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
３
２
２
６

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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●
秋
の
叙
勲

　

瑞
宝
単
光
章 
遠
藤 
行
夫
さ
ん

　

遠
藤
さ
ん
は
30
年
の
長
き
に
わ

た
り
玉
里
村
民
生
・
児
童
委
員
と

し
て
、
広
く
住
民
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

●
高
齢
者
叙
勲

　

旭
日
単
光
章
（
故
）浅
野 

純
さ
ん

　

浅
野
さ
ん
は
3
期
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
美
野
里
町
議
会
議
員
と

し
て
、
広
く
住
民
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
野
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

小
川
小
学
校
の
田
山
淳
子
教
論

が
、平
成
18
年
度
の
博
報
賞
（
国
語
・

日
本
語
教
育
部
門
）、
併
せ
て
文
部

科
学
大
臣
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
授
賞
式
は
、
11
月
10
日
、
東
京

の
日
本
工
業
倶
楽
部
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

博
報
賞
は
、
財
団
法
人
博
報
児
童

教
育
振
興
会
が「
言
葉
」と「
文
化
」に

よ
る「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」を
理

念
に
掲
げ
て
主
催
し
て
い
る
教
育
賞

で
、
今
年
で
第
37
回
を
数
え
ま
す
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、「
国

語
教
育
の
評
価
と
指
導
に
対
す
る
長

年
の
取
組
」で
す
。
小
・
中
学
校
を

通
し
、国
の
仕
事
に
関
わ
り
な
が
ら
、

評
価
を
中
核
と
す
る
国
語
教
育
の
実

践
研
究
に
努
め
、
数
多
く
の
論
文
を

発
表
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

10
月
18
日「
統
計
の
日
」に
、
農
林

水
産
大
臣
か
ら
小
沼
昭
久
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
長

年
に
わ
た
り
農
業
経
営
統
計
調
査
に

協
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

農
業
経
営
統
計
調
査
は
、
農
家
の

経
営
お
よ
び
生
産
費
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
農
業
行
政
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
調
査
結
果
は
農
林
水
産
省
が
実
施

す
る
各
種
農
業
施
策
の
た
め
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

①
Q
R
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
で

　

 

左
の
Q
R
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
の

カ
メ
ラ
を
使
っ
て
撮
影
し
読
み
取

る
こ
と
で
、
携
帯
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

②
U
R
L
を
直
接
入
力

　

左
記
の
U
R
L
を
直
接
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.city.om

itam
a.

　
　
　

 lg.jp/m
obile/index.htm

l

※
Q
R
コ
ー
ド
と
携
帯
電
話
サ
イ

　

ト
の
U
R
L
は
、
今
後
発
行
の

　

広
報
紙
に
毎
回
掲
載
す
る
予
定

　

で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

叙
勲
受
章
者

博
報
賞
受
賞

農
林
水
産
大
臣
か
ら

感
謝
状

携
帯
電
話
か
ら

　

市
政
情
報
が

　
　

ご
覧
に
な
れ
ま
す

◇
日
本
画
◇

　

入
選

　
　

永
作 

義
弘
・
郡
司 

久
子

　
　

伊
野 

晴
子
・
古
谷 

行
雄

◇
洋
画
◇

　

入
選 

　
　

遠
藤 

英
子
・
桜
井 

は
つ
江

◇
書
◇

　

入
賞

　
　

原
田 

光
洋

　

入
選

　
　

朝
倉 

静
渕
・
井
坂 

魁
星

　
　

宮
崎 

秀
石
・
大
竹 

紫
葉

　
　

飯
田 

恵
陽
・
若
泉 

青
華

　
　

荻
沼 

素
雪
・
田
川 

翠
陽

　
　

島
田 

草
心
・
廣
原 

琳
泉

　
　

井
上 

和
舟
・
名
和 

英
泉

　
　

嶋
田 

素
苑
・
富
樫 

雅
笙

　
　

石
井 

古
琇
・
冨
田 

昂
逕

◇
写
真
◇

　

入
選

　
　

小
林 

正
和
・
植
田 

嘉
夫

　
　

吉
田 

正
・
西
田 

夏
枝

◇
工
芸
美
術
◇

　

入
選

　
　

高
橋 

義
直

◇
デ
ザ
イ
ン
◇

　

入
選

　
　

福
田 
里
美

茨
城
県
芸
術
祭
美
術
展
覧
会

入
賞
・
入
選
者（
敬
称
略
）

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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農業所得の申告は「収支計算」で!!農業所得の申告は「収支計算」で!!

●「収支計算」の準備は進んでいますか？

　　収支計算の準備は進んでいますか？平成18年分の申告から農業所得はすべて収支計算により申告する
　ことになります。収支計算では、農業の収入金額から必要経費を差引いて所得を計算します。

　　収支計算をするためには、農業に関する書類（出荷伝票・精算書や領収書・レシート等）を各科目ごとに集
　計して計算しますので書類の保存と記帳が必要になります。

●収入金額の把握の方法は？

　　田作・畑作・施設作物・畜産物等の業種ごとに4種類の科目に分けて行います。又業種ごとに作付面積・収
　穫量や飼育頭数も把握してください。最後に、すべての作物等について、実際の収入金額を基礎に収入金額
　を計算します。

●必要経費の算定は？

　　収穫・販売に対する直接的な経費のみが必要経費となります。
　　大きく雇人費、小作料・賃借料、減価償却費、貸倒金、利子割引料、その他の経費に区分されます。
　　その他の経費についても15種類に区分されています。主な科目は次のとおりです。

雇人費

小作料・賃借料

減価償却費

利子割引料

公租公課

種苗費

販売金額

家事消費金額

雑収入

農産物の棚卸

内　　容科　　目

内　　容科　　目

一年間に販売した金額です。米・野菜・果物などを農協や市場・契約業者などに
出荷したものを作物ごとに計算します。
農協手数料・市場手数料などを差引かれる前の金額で計算します。

収穫した農作物の一部又は全部を自家用や贈答用として販売しない部分は、
家事消費として収入金額に含めます。販売実績がある場合は販売価格により、
販売実績がない場合は収穫時の市場価格などを参考に見積もり、収入に計上
します。

農業に関する収入で販売金額以外のものです。
農業受託手数料・転作補助金・受取農業共済掛金等が該当します。

前年に収穫し販売せずに本年に持ちこした農作物の見積価格（期首棚卸=前年の
期末棚卸）と本年収穫後販売が翌年となる農作物の見積価格（期末棚卸）を計上
します。米麦等の穀物以外の農産物で数量がわずかな場合は、省略できます。

農作物の生産・販売等のための常雇・臨時雇人などの給料や賄料など

農地の借地料・農機具などの賃貸料・ライスセンターの使用料など

農業用建物・農機具・農業用車両などで取得価格が10万円以上のもの

農業用資金の借入利子等（借入金の元本は必要経費になりません）
固定資産税のうち農地や農業用建物の税金分・農業用車両の税金・組合費等

（健康保険税や所得税・市県民税などは含まれません。）

種もみ代・苗代・種子代など

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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肥料費

農具費

農薬衛生費

諸材料費

修繕費

動力光熱費

作業用衣料費

農業共済掛金

荷造運賃手数料

土地改良費

雑　費

化学肥料や堆肥代・堆肥用のわらや落ち葉代等

農具や器具・機械等で使用可能期間が1年未満か1個又は1組の取得価格が10万円未満のもの

農薬・除草剤等の購入費用や共同防除費用

ビニールシート・袋・なわ等の購入費用

農機具・農業用車両や農業用建物などの修理代

作業服・長靴・地下たび・手袋代など

水稲・果樹・家畜などの共済掛金

出荷の際の梱包費用、運賃、市場手数料・農協手数料など

土地改良区の賦課金（特別賦課金を除く）や水利組合の負担金等

その他農業用の経費

動力用の電気代や農業機械や農業用車両などの燃料代。暖房用ガス代や灯油代。

　農地から収穫した作物については、販売の実績がなくとも収穫時に収入があったものと見なされます。なお、
販売の実績がない作物の価格をきめる場合には、作付けした品種や品質等から市場価格などを参考にして決
めていただき、申告していただくことになります。

Ａ

Q  農業は家で食べる分の水稲を耕作しているのみで、販売はしていません。私の場合は、販売していない
　ので収入がありませんから申告しなくても良い気がするのですが？

　今年初めて収支計算で申告される方や去年控除もれした方については、今年購入された農機具等以外で
も、耐用年数の過ぎていない機械等については減価償却することが出来ますので、購入年月と価格を把握し
てください。
新品で購入された場合の法定耐用年数は次のとおりです。

Ａ

Q  去年までは経費目安割合方式で申告していましたが、今年から収入の多少にかかわらず「収支計算で
　申告」しなければならないと聞きましたが、去年以前に購入した軽トラックや農機具がある場合、今年
　の申告の取扱いはどのようになりますか？

　販売価格から農協や市場の手数料・出荷用の梱包費用を差引いた金額が家事消費の単価となります。Ａ

Q  収穫した一部を家事消費した場合の家事消費額の計算は？

農業所得Q&A

１個又は１組当りの金額が10万円以上20万円未満の農機具　等

軽トラック　等

普通トラック・田植機・コンバイン・消毒器具・野菜洗浄機　等　

乗用トラクター・乾燥機・もみすり機・果実洗浄機　等

３年

４年

５年

８年

主な農機具等の区分 法定耐用年数

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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税務課　市民税係　☎４８－１１１１　内線1124【問い合わせ】

　中古で購入した農機具等は、新品の耐用年数を限度として、使用可能年数を見積もり耐用年数とすることに
なりますが、見積もることが困難な場合には、次の簡便法により計算します。
　　①耐用年数の全部を経過した場合　　耐用年数×0.2
　　②耐用年数の一部を経過した場合　　（耐用年数－経過年数）＋（経過年数×0.2）
　　　①②の計算式により計算した年数のうち1年未満の端数は切り捨て、2年未満の場合は２年として計算します。

Ａ

Q  中古で購入した場合の耐用年数はどのようになりますか。

　経費の種類ごとに区分けをお願いします。家事用といっしょに農業用の品物を購入された場合には、必要経
費に算入する部分に「色分け」や「印をつける」などの方法により後からどの部分が経費となるか判別できるよう
にしてください。また、使用割合をアン分する必要がある経費については、同一の経費のうち全額経費になるも
のとは別に区分し、年末に使用割合を乗じて計算した方が簡単です。
　また、区分は作物ごとに経費を区分する必要はありません。
　なお、保存については、７年間お願いします。

Ａ

Q  収入や必要経費となる書類や領収書などの保存方法は？

　農業用として使用した部分のみが、必要経費として計上できます。具体的には使用割合（使用時間や使用距
離など）を考慮して実際の経費をアン分していただきます。軽自動車税・修理代や車検代・ガソリン代やオイ
ル代・任意保険料などが考えられます。

「計算例」　今年4月軽トラックを90万円で購入し、ガソリン代は年間合計で3万円使用した。車は、通勤にも多少使用
　　　　　 しており、使用割合は農業用6割でした。この場合の減価償却費と動力光熱費の必要経費の算入額は？

　※減価償却費　90万円×0.9×0.25（耐用年数4年の償却率）×使用月数9/12×0.6＝91,125円（経費算入額）
　　　取得対価の90％の価格に耐用年数償却率を掛け計算します。4月購入のため本年は、月割計算をする必
　　　要があります。又、使用割合が６割ですので0.6を乗じて算入します。
　※動力光熱費　ガソリン代3万円×0.6＝18,000円（経費算入額）
　　　軽自動車税・修理代や車検代・任意保険料なども同様アン分して計算します。

Ａ

Q  軽トラックなどで農業用だけでなく、通勤用にも使用している場合の経費の額はどのように計算しますか？

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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　日本赤十字社一般社資にご協力いただきありがとうございました。
　今年５月に区長さん・住宅管理者さん・組合長さんをとおしてご協力いただいた一般社資は、皆様のご支
援により5,726,100円となりました。（平成18年11月1日現在）
　この資金は、すべて日本赤十字社茨城県支部に送金しており、国の内外における日本赤十字社の活動（災
害時の救援活動・救援物資の備蓄・血液事業・救急法等の講習会の開催・乳児院の運営等）の資金として
大切に使われています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日赤小美玉市地区長　島田　穣一

　日赤小美玉市地区では、地域において赤十字のボランティア活動を行う地域赤十字奉仕団員を募集します。

地域赤十字奉仕団とは？
　赤十字のボランティア活動を通じて、地域社会を住みよくしようという気持ちを持った人たちの集まりが地

域赤十字奉仕団です。年齢や性別を問わず市町村の地域ごとに組織されるものです。各地域で計画したボラ
ンティア活動を行っています。

地域赤十字奉仕団活動の一例
　地域赤十字奉仕団は非常に幅広い活動領域をもっています。　

　　・救急法、家庭看護法、幼児安全法等の習得・普及（各種講習会の協力）

　　・災害救護における協力（被災者等への炊き出し、応急救護の支援等）

　　・赤十字思想普及活動（イベント等）

　　・地域福祉活動（障害者福祉・老人福祉に関する活動等）

　　・国際救援事業への参加（海外救援金の募集活動等）

　地域赤十字奉仕団員として登録していただける方は、下記までお申込みください。

日本赤十字社一般社資ご協力
ありがとうございました

日本赤十字社一般社資ご協力
ありがとうございました

日本赤十字社一般社資ご協力
ありがとうございました

地域赤十字奉仕団員として
ボランティアに参加しませんか？
地域赤十字奉仕団員として
ボランティアに参加しませんか？
地域赤十字奉仕団員として
ボランティアに参加しませんか？

社会福祉課（四季健康館内）　社会福祉係　☎４８－０２２１　内線4211【問い合わせ】

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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1. 家庭訪問販売
　 業者が、家庭を訪問して商品を販売する。

2. 催眠商法（SF商法）
　 「日用品をタダであげる」などと言って人を集め、
　 日用品を配った後に高額な商品を販売する。

・健康食品　　　　　　・ふとん

・ブレーカー　　　　　・新聞

・電気治療器具　　　　・屋根工事

・内装工事　　　　　　・床下換気扇

・床下乾燥剤　　　　　・シロアリ駆除サービス

訪問販売や催眠商法は、
クーリングオフが適用になります。

困った時や、分からない時の相談は、

　　　　　　　　　　　茨城県消費生活センターへ

＜相談時間＞　平日　午前9時～午後5時
　　　　　　　　☎０２９－２２５－６４４５

消費者契約のトラブルに注意しましょう！消費者契約のトラブルに注意しましょう！
高齢者に多い消費者トラブル 高齢者の相談に多い商品・サービス

◆扉を開ける前に、会社名・要件を確かめましょう。

◆必要ない時は、はっきり断りましょう。

◆「物をタダであげる」という「うまい話」には十分注意
　しましょう。

◆勧誘を受けても、すぐ契約しないで家族や友人に相
　談してから決めましょう。

　犬の放し飼い禁止！！（散歩の時も、必ずリードをつけて放さないでください）
　　犬の放し飼いは、　①人を攻撃する（咬傷・傷害）　　　　　　②他人の土地や農作物を荒らす（被害・損害）
　　　　　　　　　　③他の犬や猫とケンカを引き起こす　　　　④交通事故の誘発の危険性
　　　　　　　　　　⑤いろいろな病気の感染及び蔓延や中毒の原因　　  ⑥逸走の原因

など他人に迷惑をかけ、愛犬にも危害等およびます。

　犬の糞は飼い主が責任を持って始末しましょう。
　犬が施設から脱出しないような必要な措置をしてください。
　繋いでいる犬の行動範囲が道路又は通路に接しないようにしてください。
　犬の飼育目的などに応じて周囲に迷惑をかけないよう適正な方法でしつけをし、飼い主の静止に従うよう訓練してください。
　特定犬はオリの中で飼ってください。
　　特定犬とは…　　①人に危害を加えるおそれのあるものとして定める８犬種

　　　  　　　　　　　（秋田犬、土佐犬、紀州犬、ドーベルマン、グレートデン、ジャーマン・シェパード、
　　　　　　　　　　　セントバーナード、アメリカンスタッフォードシャー・テリア「ピット・ブル・テリア」）

　　　　　　　　　   ②体高60cm×体長70cm以上の大型犬

　　オリは…　　　　・上下四方が囲まれていること
　　　　　　　　　　・十分な強度があること
　　　　　　　　　　・人や動物に危害を加えない構造であることが条件です。

　犬による人への危害や農作物を荒らすなどの被害や犬の糞害についての相談が多数寄せられています。
犬をお飼いの方は次のことに注意してください。

トラブルに巻き込まれないために…

茨城県動物指導センター　  ☎０２９６－７２－１２００
小美玉市役所　環境課　　☎４８－１１１１

【問い合わせ】

犬の飼い主の方へのお願い犬の飼い主の方へのお願い犬の飼い主の方へのお願い犬の飼い主の方へのお願い

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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　新春恒例の歩け歩け大会が、笠間市（旧岩間町）の愛宕山頂を目指して行われます。
新春の光の中を、新年の健康づくりの第1歩として参加してみませんか。

　オリジナルなニット作品、可愛い花を使った押し花額などをたくさん展示します。
　ぜひご覧ください。

と　 き　1月1７日（水）～２４日（水）
　　　　（月曜日休館）
　　　　午前9時～午後4時
と こ ろ　やすらぎの里小川　管理棟ロビー及び研修室
主　催　小美玉市文化協会手芸クラブ（編物＆押し花）

対　　象　小学生以上の健康な市民（小学校低学年児童は保護者同伴）

目  的  地　笠間市　愛宕山頂

集合場所・集合時間

用意するもの　弁当、水筒、雨具など

参  加  料　無　料

　　　　　※参加申し込みは必要ありません。当日集合時間までにおいでください。
　　　　　※帰りはバスで集合場所まで戻ります。

ニット＆押し花展ニット＆押し花展ニット＆押し花展

目指せ！ 愛宕山頂８．５kmコース目指せ！ 愛宕山頂８．５kmコース目指せ！ 愛宕山頂８．５kmコース

1月8日（月）※雨天の時は14日（日）1月8日（月）※雨天の時は14日（日）1月8日（月）※雨天の時は14日（日）

8時10分

7時40分

8時30分

JA美野里竹原

美野里公民館前

納場小学校前

小川文化センター駐車場

玉里B＆G海洋センター駐車場

カゴメ工場駐車場

スポーツ振興課  ☎４８－１１１１　内線2230・2231　
希望ヶ丘公園   ☎４７－０１６７
玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎２６－５７６１

【問い合わせ】

やすらぎの里小川　☎５８－４５８０【問い合わせ】

歩 歩新春歩け歩け大会新春歩け歩け大会新春歩け歩け大会

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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午
前
11
時
〜

と
こ
ろ  

「
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡
」

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

　

石
岡
市
茨
城
三
丁
目
16
番
20
号

　
　

☎
２
３-

２
０
４
５

募
集
人
員　

女
性　

20
名

　
　
　
　
　

男
性　

20
名

　
　
　
　
　
（
40
歳
ま
で
の
独
身
の
方
）

　

た
だ
し
、
男
性
は
石
岡
・
か
す
み

が
う
ら
・
小
美
玉
の
各
市
に
在
住
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

申
込
期
日　

1
月
4
日（
木
）よ
り
受
付

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　

女
性 

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

男
性 

３
，
０
０
０
円

※
当
日
徴
収
と
な
り
ま
す
。

主　

催　

 

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運

営
協
議
会

問
石
岡
市
役
所
生
活
環
境
部
市
民
生
活
課
内

　
石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運
営
協
議
会　

事
務
局

　

☎
２
３-

１
１
１
１ 

　
　

内
線
１
７
１

※ 

申
込
用
紙
は
、
か
す
み
が
う
ら
市

農
業
委
員
会
・
小
美
玉
市
環
境
課

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
ワ
ー
プ
ロ
及
び
エ
ク
セ

ル
機
能
を
修
得
し
就
業
機
会
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う

と　

き　

第
1
回
目

　
　
　
　

1
月
22
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

1
月
26
日（
金
）全
5
日
間

　
　
　
　

第
2
回
目

　
　
　
　

1
月
29
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

2
月
2
日（
金
）全
5
日
間

　
　
　
　

各
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
議
室 

対
象
者　

60
歳
〜
64
歳
の
方

定　

員　

各
10
名

　
　
　
　
（
希
望
者
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
提
出

申
込
締
切　

第
1
回
目 

1
月
12
日
ま
で

　
　
　
　
　

第
2
回
目 

1
月
19
日
ま
で

問
石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３-

３
３
９
９

　

法
定
外
公
共
物
は
、
一
般
の
公
共
用

に
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
に
公
共
物

と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
お
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
公
共
用
に
供
す
る
見
込

み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
、
複

数
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
、
国
か
ら

譲
与
を
受
け
た
法
定
外
公
共
物
に
お

い
て
は
、
市
か
ら
用
途
廃
止（
払
下
等
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
公
共
用
に
供

し
て
い
る
道
路
、
河
川
、
用
悪
水
路
等

の
「
公
共
物
」
の
う
ち
、
道
路
法
、
河

川
法
、
下
水
道
法
等
の
適
用
を
受
け
な

い
公
共
物
を
い
い
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
里
道（
認
定
外
道
路
・
赤
線
）・
水

路（
青
線
）が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
美
玉
市
役
所 

建
設
課   

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
５
２

　

小
川
総
合
支
所 

都
市
建
設
課

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　

内
線
２
１
５
１

　

玉
里
総
合
支
所 

都
市
建
設
課 

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　
　

内
線
３
２
３
１

緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎23－3515
緊急診療所（内科・小児科）

12月23日・24日・30日・31日
1月1日・2日・3日
◆受付　午前９時～11時30分　午後１時～３時30分

12月22日・23日・24日・30日・31日
1月1日・2日・3日
◆受付　午後７時～10時30分

12・1月12・1月12・1月
◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分 ◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分
日
23
24
30
31
1
2
3

 外　　　科
田中クリニック
滝田整形外科
石岡第一病院
山王台病院
石岡循環器科脳神経外科病院
斉藤病院
石岡市医師会病院

（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）
（小美玉市）
（石岡市）
（石岡市）

☎（23）2288
☎（23）2071
☎（22）5151
☎（26）3130
☎（58）5211
☎（26）2131
☎（22）4321

日
29
30
31
1
2
3

 外　　　科
幕内歯科医院
須藤歯科医院
田中歯科医院
冨田歯科医院
吉田歯科医院
旭台歯科診療所

（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）
（石岡市）

☎（24）0323
☎（26）6601
☎（44）1168
☎（26）6677
☎（22）2209
☎（26）7888

12・1月12・1月12・1月
休　

日

夜　

間

休日診療当番医(外科) 休日診療当番医(歯科) 12・1月12・1月12・1月

”ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
“

の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

法
定
外
公
共
物
の

　

 

用
途
廃
止
に
つ
い
て

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

倒
れ
て
も
な
お
し
た
た
か
に
生
き
継
ぎ
て
風
に
揺
れ
い
る
コ
ス
モ
ス
の
花　

　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

群
れ
に
遅
れ
一
羽
の
か
ら
す
鳴
き
ゆ
け
り
暮
る
る
秋
空
に
影
を
曵ひ

き
つ
つ　

　
　
　

永　

作　

喜
代
子 

　
「
く
た
び
れ
た
」と
今
日
も
こ
ぼ
し
つ
つ
健
や
か
に
な
り
た
る
日
々
を
い
と
し
み
て
生
く　

中　

根　

良　

子

　

傾
斜
畑
の
太
き
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯
掘
り
進
む
日
の
暮
る
る
ま
で
汗
し
た
た
ら
せ　

　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

し
だ
れ
咲
く
枝
地
を
這は

ひ
て
白
萩
の
こ
ぼ
せ
る
花
に
猫
が
寝
そ
び
れ
る　

　
　
　
　

沼　

田　

み
ど
り

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

雪
の
降
る
街
に
誘
い
て
酒
酌く

み
し
友
は
逢
う
日
を
待
た
ず
逝
き
た
り　

　
　
　
　
　

矢　

野　

寅　

男

　

裏
畑
の
畝う

ね

に
広
が
る
白
菜
に
虫
よ
け
薬
う
す
め
て
ま
き
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

縁
側
に
見
て
い
る
空
を
旅
客
機
が
い
つ
も
の
如
く
音
も
な
く
過
ぐ　

　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

甘い

も藷
の
蔓つ

る

か
じ
り
て
飢
え
を
し
の
ぎ
に
き
思
い
ば
遠
し
戦
後
幾
年　

　
　
　
　
　
　

淸　

水　

由　

雄

　

高こ
う
か
き
ょ
う

架
橋
の
下
に
休
み
し
作
業
員
ら
日
焼
け
し
顔
に
昼
食
を
と
る　

　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

 　みの
り
短
歌
教
室

　

解
禁
を
待
ち
い
し
人
か
点
々
と
久
慈
の
流
れ
に
動
く
と
も
な
し　

　
　
　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子

　

碑
い
し
ぶ
みに

子
の
入
学
を
詠
み
し
歌
遺の

こ

さ
む
と
言
え
ば
子
は
笑
う
の
み　

　
　
　
　
　
　
　

野　

村　

美
智
子

　

く
も
の
網い

に
玉
な
す
露
を
や
ど
し
つ
つ
地
を
這
う
霧
は
田
の
面も

を
渡
る　

　
　
　
　

松　

島　

知　

子

　

捨
て
ぜ
り
ふ
残
し
て
帰
る
花
売
り
の
台
車
に
観
葉
植
物
溢
る
る　

　
　
　
　
　
　
　

福　

田　

き　

よ

　
「
カ
シ
テ
ツ
を
救
え
」の
幟の

ぼ
り

傾
き
て
無
人
の
駅
に
は
た
め
き
止
ま
ず　

　
　
　
　
　
　

福　

田　

智　

子

玉
里
短
歌
会

　

ト
ン
ト
ン
と
遠
く
に
近
く
に
聞
こ
え
る
太
鼓
見
え
ぬ
喧け

ん
そ
う噪

い
ず
こ
の
村
か　

　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

木
犀
の
香
の
降
る
夕
べ
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
と
彼
囲
む
う
か
ら
の
宴う

た
げ　

　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

後
ろ
手
に
組
み
て
歩
め
る
幼お

さ
な
ご児

の
あ
と
に
親
父
が
同
じ
く
続
く　

　
　
　
　
　
　
　

池　

上　
　
　

昭

　

重ち
ょ
う
よ
う陽

の
節
句
に
先
師
の
墓
参
り
百ひ

ゃ
く
じ
つ
こ
う

日
紅
に
つ
く
つ
く
法
師　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

雷
鳴
に
急
ぎ
て
入
り
た
る
喫
茶
店
火
柱
銀
の
ス
プ
ー
ン
射
し
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

寄
稿

　

秋
風
に
尾
花
揺
れ
お
り
病
得
て
文ふ

つ
き月

に
逝
き
し
父
想
い
け
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

和　

子

小
川
俳
句
会

　

恵
ま
れ
し
小
春
日
和
の
学
習
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

白
虎
隊
飯
盛
山
に
散
る
も
み
じ　

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

小
春
日
や
出
会
い
し
人
を
道
づ
れ
に　

　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

神
の
杉
冬
空
支
え
ゆ
る
ぎ
な
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

飯
盛
山
歴
史
を
繋つ

な

ぎ
散
る
紅
葉　

　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

み
づ
う
み
俳
句
会

　

里
道
や
落
葉
ま
と
い
て
道
祖
神　

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

小
春
日
や
今
朝
の
筑
波
嶺
巍ぎ

ぜ
ん然

た
る　

　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

野や

ぼ暮
用
の
日
暮
に
多
し
花
八
ツ
手　

　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

過
ぎ
し
日
の
音
も
蹤つ

き
来
ぬ
落
葉
道　

　
　
　
　
　
　

中　

島　

良　

江

　

落
葉
掃
く
住
職
姉あ

ね

さ
ん
被か

ぶ

り
し
て　

　
　
　
　
　
　
　

戸　

田　

笙　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

日
に
当
た
り
風
に
吹
か
れ
て
寒
つ
ば
き　

　
　
　
　
　

長
谷
川　

水　

枝

　

三
世
帯
ふ
れ
合
ふ
祭
り
餅
を
つ
く　

　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

一
万
歩
目
指
し
て
歩
む
落
葉
路　

　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

パ
レ
ッ
ト
に
乾
く
絵
の
具
は
秋
の
色　

　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

菊
ほ
め
て
少
少
長
居
と
な
り
に
け
り　

　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

欅
の
会

　

冬
の
木
は
全
て
を
捨
て
て
生
き
て
お
り　

　
　
　
　
　

岡　

島　
　
　

進

　

毬い
が
ぐ
り栗

や
俺
を
ね
ら
っ
て
当
た
り
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

鮭
の
ぼ
る
水
を
蹴
る
音
光
り
け
り　

　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

活
け
ら
れ
て
踊
り
忘
れ
し
踊お

ど
り
こ
そ
う

子
草　

　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

良り
ょ
う
や夜

か
な
働
き
過
ぎ
の
爪つ

め

を
切
る　

　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

煩ぼ
ん
の
う悩

を
鎮し

ず

め
し
山
の
紅
葉
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

秋
古こ

さ
つ刹

芭
蕉
の
句
碑
の
あ
り
に
け
り　

　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

藁わ
ら
ぶ
き葺

の
古
刹
明
る
き
秋
の
景　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

池
の
面も

に
木
漏
れ
日
揺
る
る
秋
の
寺　

　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

鐘し
ょ
う
ろ
う楼

の
阿あ

う
ん吽

の
獅
子
や
椿つ

ば
き

の
実　

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

山　

道　

子

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

木も
く
せ
い犀

の
香
り
漏
れ
く
る
長
屋
門　

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

石　

康　

子

　

海う
な
ば
ら原

の
霧
に
薄
れ
て
舟
の
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

正　

治

　

さ
わ
さ
わ
と
秋し

ゅ
う
め
い
ぎ
く

明
菊
の
揺
れ
て
を
り　

　
　
　
　
　
　

田　

山　

森　

俊

　

お
茶
の
花
葉は

ご
と
は
ご
と

毎
々
々
に
つ
つ
ま
し
く　

　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

秋さ

ん

ま

刀
魚
焼
く
煙
た
だ
よ
う
路
地
裏
に　

　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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11
月
3
日
文
化
の
日
を
中
心
に
「
小
美
玉
市
誕
生
記
念 

第
1
回
小
美
玉
市

民
文
化
祭
」
が
小
川
会
場
、
美
野
里
会
場
、
玉
里
会
場
の
そ
れ
ぞ
れ
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
展
、
音
楽
芸
能
発
表
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
多

数
の
方
々
が
出
展
、
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
会
場
、
玉
里
会
場
に
お
い
て
は
、
産
業
商
工
祭
も
同
時
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
会
場
周
辺
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

◆
小
川
会
場

◆
小
川
会
場

◆
美
野
里
会
場

◆
美
野
里
会
場

第第
11
回回

　

小
美
玉
市
民
文
化
祭
開
催
!

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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◆
玉
里
会
場

◆
小
川
商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
玉
里
産
業
祭

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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ち
の
未
知
な
る
潜
在
能
力
を
引
き
出

し
、
結
果
が
残
せ
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
自
然
観
察
教
室
と
し

て「
戦
場
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ
」が
美

野
里
山
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

真
っ
只
中
と
あ
り
大
渋
滞
で
到
着
が

遅
れ
ま
し
た
が
、
見
事
な
青
空
と
見

ご
ろ
の
紅
葉
、
お
ま
け
に
野
生
の
鹿

も
迎
え
て
く
れ
、
参
加
者
は
大
自
然

の
中
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ハ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

11
月
2
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

美
野
里
公
民
館
に
お
い
て
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
が
開
か
れ
、
172
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
入
門
の
3
コ
ー
ス
が
あ
り
、

ワ
ー
ド
入
門
コ
ー
ス
で
は
電
源
の
入

切
か
ら
文
字
入
力
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
か
ら
文
書
作
成
の
仕
方
、

表
や
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
挿
入
等
を
学

習
し
ま
し
た
。
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー

ス
で
は
基
本
的
な
計
算
か
ら
表
計
算

の
仕
方
、
グ
ラ
フ
作
成
等
、
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

入
門
コ
ー
ス
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

探
し
方
や
メ
ー
ル
の
送
受
信
等
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
を
学
習

し
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
進
展
す
る
情
報
化
社

会
に
対
応
し
よ
う
と
講
師
の
説
明
を

熱
心
に
聞
き
、
真
剣
な
面
持
ち
で
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
い
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

操
作
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
1
日
、
石
岡
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
第
1
回
小
美
玉
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
72
名
が
参
加
し
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

総
合
優
勝　

　
　
　

野
口　

伸
一

シ
ニ
ア
の
部
優
勝　

星
川　

剛

女
子
の
部
優
勝　

　

渡
辺　

と
し
子

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

男
子　

　
　
　

亀
山　

忠
義

　
　

女
子　

　
　
　

渡
辺　

と
し
子

　
　

シ
ニ
ア　

　
　

星
川　

剛

　

美
野
里
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
（
久
松 

直
代
表
・
長
谷
川
敏
久
監
督
）が
10

月
15
日
か
ら
11
月
5
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
第
17
回
土
浦
市
長
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会
に
お
い
て
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
91
チ
ー
ム
が
参
加

し
県
内
で
は
最
大
規
模
と
な
る
地

方
大
会
で
す
。

　

美
野
里
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
は
、
木
名

瀬
賢
人
投
手
の
安
定
し
た
ピ
ッ
チ
ン

グ
と
集
中
を
切
ら
さ
な
い
守
備
陣
、

大
技
小
技
と
多
彩
な
攻
撃
に
よ
り
相

手
チ
ー
ム
に
流
れ
を
つ
か
ま
せ
ず
快

勝
を
続
け
ま
し
た
。
長
谷
川
敏
久
監

督
は
、「
選
手
た
ち
の
集
中
力
と
日

頃
の
鍛
練
が
結
果
に
結
び
つ
い
た

と
思
う
。
今
後
に
お
い
て
も
選
手
た

戦
場
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

美
野
里
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

土
浦
市
長
杯
で
優
勝
！

第
1
回
小
美
玉
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

野口　伸一さん

渡辺　とし子さん 星川　剛さん

平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま
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に
し
た
の
か
?
」、「
仲
間
は
ず
れ
に

さ
れ
た
子
の
気
持
ち
は
?
」
な
ど
の

問
い
に
児
童
か
ら
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
相
手
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
、
仲
間
は
ず
れ
や
い
じ

め
を
し
な
い
な
ど
、
友
達
の
大
切
さ

を
再
確
認
し
、
み
ん
な
仲
良
く
、
楽

し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
授

業
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
玉
里
支
部
で
は
、
10
月
26
日
、
交

通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
市
内

の
公
共
施
設
や
農
協
等
へ
、
手
作
り

の
啓
蒙
品
を
2
，
0
0
0
個
ほ
ど
配

布
し
ま
し
た
。
啓
蒙
品
は
、
交
通
安

全
標
語
入
り
の
爪
楊
枝
で
各
窓
口
へ

設
置
し
ま
し
た
。
当
団
体
は
、
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
安
心
・
安
全

で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
、
警

察
や
行
政
と
密
に
連
携
し
年
間
を
通

し
て
各
種
の
啓
発
活
動
を
は
じ
め
交

通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

北
川
さ
ん
（
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
玉
里
支
部
長
）
は「
ひ
と
り
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互

い
に
思
い
や
る
心
を
持
つ
こ
と
が
一

番
大
切
で
、
特
に
交
通
弱
者
と
さ
れ

る
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
美
野
里
シ
ビ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
収
穫
感
謝
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
手
打
ち
そ
ば
教

室
や
搾
り
た
て
牛
乳
の
試
飲
サ
ー
ビ

ス
、
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
児
を
対

象
と
し
た
さ
つ
ま
い
も
掘
り
収
穫
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
達

は
、
一
生
懸
命
大
き
な
さ
つ
ま
い
も

を
引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
園
利
用
者
を
対
象
に

い
も
煮
会
が
行
わ
れ
、
一
般
の
方
々

に
も
ふ
か
し
い
も
サ
ー
ビ
ス
や
搾

り
た
て
牛
乳
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
保
育
園
・
幼

稚
園
児
の
制
作
に
よ
る「
か
か
し
祭

コ
ン
テ
ス
ト
」は
小
川
地
区
の
幼
稚

園
か
ら
の
初
出
品
も
あ
り
、
見
事
次

の
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
長
賞　

納
場
幼
稚
園

　
　

作
品
名
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
他

　

農
協
長
賞  

竹
原
幼
稚
園

　
　

作
品
名
「
ポ
ッ
チ
ャ
マ
」

　

酪
農
協
長
賞　

橘
幼
稚
園

　
　

作
品
名
「
う
さ
ぎ
ぐ
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

う
さ
ち
ゃ
ん
」

　

11
月
19
日
、
四
季
健
康
館
に
お
い

て
、
パ
パ
と
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
!!

「
父
と
子
の
料
理
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
親
子
で
料

理
を
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
料
理

を
通
し
て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
作
る
楽
し
さ
を
体

験
し
な
が
ら
心
と
身
体
を
育
む「
食
」

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ず
し
」「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」

「
た
っ
ぷ
り
野
菜
ス
ー
プ
」
で
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
講
師
の
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
・
管
理
栄
養
士

の
皆
さ
ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、

料
理
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
包
丁
さ
ば
き
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
親
と
子
が
手
を
取
り
合
い
、
最

後
ま
で
楽
し
く
作
っ
た
料
理
は
格
別

お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

11
月
27
日
、
玉
里
東
小
学
校
で

3
、4
年
生
を
対
象
に
人
権
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
野
口
政
夫
先

生
、
笹
目
秋
子
先
生
、
山
本
善
也
先

生
の
指
導
に
よ
り
、
人
権
（
い
じ
め
）

に
関
す
る
問
題
提
示
ビ
デ
オ
を
み
ん

な
で
視
聴
後
、「
な
ぜ
仲
間
は
ず
れ

シ
ビ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

収
穫
感
謝
祭

人
権
教
室

父
と
子
の
料
理
教
室

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

広報おみたま　平成 18 年 12 月 14 日
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
あ
ま
り
、
今
年
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
?

　

と
こ
ろ
で
来
年
の
干え

と支
は
亥（
い
）、年
ご
と
に「
子（
ね
）・
丑（
う
し
）・

寅（
と
ら
） ・
卯（
う
）・
辰 （
た
つ
）・
巳（
み
）・
午（
う
ま
）・
末
（
ひ
つ
じ
）・

申（
さ
る
）・
酉（
と
り
）・
戌（
い
ぬ
）・
亥（
い
）」の
12
の
動
物
の
名
前

が
順
番
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
難
し
い
漢
字
ば
か
り
で
す
が
、「
ね
ず

み
、
う
し
、
と
ら
、
う
さ
ぎ
、
た
つ
、
へ
び
、
う
ま
、
ひ
つ
じ
、
さ
る
、

と
り
、
い
ぬ
、
い
の
し
し
」を
意
味
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
を
ま
と

め
十じ

ゅ
う
に
し

二
支
と
言
っ
て
い
て
、 

十
二
支
は
、
３
，０
０
０
年
以
上
前
に
中

国
で
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
元
々
は
12
か
月
の
順
番
や
、
時
間
、
方
角

を
あ
ら
わ
す
言
葉
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
十
二
支
の
順
番
は
、
い
ろ
い
ろ

な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
民
話
に
よ
り
ま
す
と
、
動
物
の
神
様
の
と

こ
ろ
に
新
年
の
1
番
最
初
の
日
に
あ
い
さ
つ
を
し
に
行
っ
た
順
番
だ
と

い
い
ま
す
。
ネ
コ
は
い
つ
あ
い
さ
つ
を
し
に
行
く
の
か
忘
れ
、「
2
日
の

朝
」と
答
え
た
ね
ず
み
を
信
用
し
て
、
2
日
に
行
っ
た
ら
、
も
う
門
が

し
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
、
十
二
支
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

だ
か
ら
ネ
コ
は
今
で
も
そ
の
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、
ね
ず
み
を
見

る
と
追
い
か
け
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
…
。
ま
た
、
本
当
は
牛

が
先
頭
だ
っ
た
の
に
、
そ
の
背
中
を
利
用
し
て
前
へ
出
て
1
番
乗
り
し

た
の
が
ね
ず
み
だ
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

小
美
玉
市
で
は
11
月
に
市
の
花
、

木
、
鳥 

に
つ
い
て
募
集
し
ま
し
た
。

ど
う
い
っ
た
理
由
で
何
に
決
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
?
楽
し
み
で
す
ね
。

結
果
は
来
月
号
で
お
伝
え
す
る
予
定

で
す
。

　

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」の
意
が
あ

り
ま
す
。
身
近
な
話
題
を
お
み
た
ま
サ
プ

リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
情
報
の
あ
る
方
は

広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下玉里の柿畑 池花池のハクチョウ
　11月初旬、冬の訪れを告げる「白い使者」白鳥が池花池に飛来しました。

玉里Ｂ&Ｇ海洋センター前のイチョウ

※ご了承いただいた3軒をご紹介しています。

市
内
探
訪 

11
月
・
12
月
編

市
内
探
訪 

11
月
・
12
月
編

市
内
探
訪 

11
月
・
12
月
編

市
内
を
ぐ
る
っ
と
し
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　もうすぐクリスマス。市内の家庭において、クリスマスイルミネーションが飾られ、人々の目を楽しませています。

次回広報おみたま1月号の発行日は1月11日（木）です。この広報紙は再生紙を使用し、環境に優しい大豆インキで印刷しています。
平成 18 年 12 月 14 日　広報おみたま


